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社
会
保
障
を
テ
ー
マ
に
し
た
真
田
是
先
生
の
著
書
・
論
文
は
数
多
い
。
そ
の
時
々
の
政
府
の
社
会
保
障
改
革
の
動
向
に
対
し
て
、

数
多
く
の
論
文
を
通
し
て
国
民
の
側
か
ら
鋭
く
批
判
し
、
運
動
の
課
題
や
展
望
を
提
起
す
る
も
っ
と
も
機
敏
な
研
究
活
動
を
行
っ
て

き
た
の
が
真
田
先
生
で
あ
る
。
ま
た
、
理
論
的
に
社
会
保
障
と
は
な
に
か
を
追
及
し
た
著
書
は
、
一
九
六
六
年
の
『
社
会
保
障
―
そ

の
政
治
と
経
済
』
汐
文
社
が
最
初
の
著
書
で
あ
り
、
一
九
七
一
年
の
『
現
代
民
主
主
義
と
社
会
保
障
』
汐
文
社
、
一
九
九
〇
年
の

『
社
会
保
障
入
門
』
労
働
旬
報
社
（
当
時
、
現
在
は
旬
報
社
）、
一
九
九
八
年
の
『
社
会
保
障
論
―
二
一
世
紀
の
先
導
者
』
か
も
が
わ

出
版
、
二
〇
〇
五
年
の
『
社
会
保
障
と
社
会
改
革
』
か
も
が
わ
出
版
と
続
い
て
い
る
。『
社
会
保
障
と
社
会
改
革
』
は
、
真
田
先
生

の
遺
作
と
も
い
う
べ
き
最
後
の
著
書
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
坂
寄
俊
雄
（
立
命
館
大
学
、
当
時
）、
角
田
豊
（
同
志
社
大
学
、

当
時
）、
小
倉
襄
二
（
同
志
社
大
学
、
当
時
）
と
と
も
に
、
法
律
文
化
社
か
ら
『
選
書　

現
代
の
生
活
と
社
会
保
障
』
総
編
集
し
、

当
時
の
若
手
研
究
者
を
含
め
て
女
性
問
題
、
労
働
者
、
健
康
・
医
療
、
高
齢
化
・
老
人
問
題
、
障
害
者
問
題
、
地
域
問
題
、
自
治
体

の
あ
り
方
、
児
童
問
題
と
い
っ
た
国
民
の
貧
困
・
生
活
問
題
と
社
会
保
障
の
あ
り
か
た
を
カ
バ
ー
し
た
全
一
〇
冊
の
選
書
を
刊
行
し

た
こ
と
も
研
究
史
上
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
真
田
先
生
は
こ
の
な
か
で
、『
労
働
者
の
く
ら
し
と
社
会
保
障
』、『
貧
困
・

生
活
不
安
と
社
会
保
障
』、『
地
域
の
く
ら
し
と
社
会
保
障
』、『
社
会
保
障
と
は
な
に
か
』
の
編
者
・
執
筆
も
直
接
に
担
当
し
て
い
る
。

　

第
２
巻
に
お
さ
め
た
論
考
は
、
氏
全
体
の
社
会
保
障
論
に
か
か
わ
る
業
績
の
一
部
で
し
か
な
い
が
、
真
田
先
生
の
社
会
保
障
論
の

発
展
と
本
質
を
と
ら
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
論
文
で
あ
り
、
社
会
福
祉
論
を
含
め
研
究
の
全
体
像
や
変
化
発
展
に
迫
る
論
考
を
含

真
田
是
著
作
集　
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ん
で
い
る
。
全
体
を
「
Ⅰ　

基
本
的
視
点
」、「
Ⅱ　

社
会
保
障
論
の
展
開
」、「
Ⅲ　

方
向
と
課
題
」
に
分
け
た
。「
基
本
的
視
点
」

は
真
田
先
生
の
社
会
保
障
論
の
出
発
点
で
あ
り
、
そ
の
後
の
理
論
化
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
論
文
、
い
い
か
え
れ
ば
真
田
先
生
だ
か

ら
こ
そ
論
じ
ら
れ
た
社
会
保
障
論
の
理
論
的
接
近
の
諸
論
考
で
あ
る
。「
Ⅱ　

社
会
保
障
論
の
展
開
」
は
、
七
〇
年
代
の
社
会
保
障

の
体
系
的
把
握
を
試
み
た
論
考
と
、「
構
造
改
革
」
＝
日
本
の
新
自
由
主
義
改
革
が
本
格
化
し
、
国
民
の
側
に
は
労
働
の
不
安
定
化
、

地
域
経
済
の
衰
弱
と
貧
困
・
生
活
不
安
の
拡
大
が
押
し
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
段
階
で
の
、
社
会
保
障
構
造
改
革
へ
の

批
判
と
国
民
本
位
の
改
革
へ
の
論
点
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
を
収
め
た
。
そ
し
て
、「
Ⅲ　

方
向
と
課
題
」
は
、
こ
の
分
野
で
は
最

後
の
執
筆
と
な
っ
た
論
考
を
収
め
た
。

　

率
直
に
い
っ
て
、「
Ⅰ　

基
本
的
視
点
」
の
諸
論
考
は
歯
ご
た
え
が
あ
る
。
資
本
主
義
の
歴
史
と
体
制
に
関
す
る
社
会
科
学
的
認

識
と
社
会
政
策
論
に
つ
い
て
の
一
定
の
知
識
が
、
内
容
を
理
解
す
る
う
え
で
は
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
論
の
そ
の
後
の

展
開
を
方
向
づ
け
る
基
礎
的
論
考
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。「
Ⅱ　

社
会
保
障
論
の
展
開
」
は
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
、
社
会
保

障
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
、
今
日
的
課
題
に
対
す
る
研
究
や
運
動
へ
の
提
起
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
Ⅰ　

基
本
的

視
点
」
の
論
考
か
ら
真
田
先
生
の
社
会
保
障
論
の
独
自
性
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
社
会
保
障
研
究
へ
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
果
た
し
た
か

を
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
先
生
自
身
が
社
会
保
障
論
の
研
究
の
足
跡
を
記
し
た
最
後
の
「
社
会
保
障
と
社
会
発
展
・
人
間
発
達
」

を
ま
ず
読
ん
で
か
ら
Ｉ
、
Ⅱ
に
進
む
と
全
体
の
理
解
の
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
「
Ⅰ　

基
本
的
視
点
」
の
「
社
会
政
策
論
」（
一
九
六
六
年
）
は
『
社
会
保
障
―
そ
の
政
治
と
経
済
』
の
一
章
で
、
真
田
先
生
が
社

会
政
策
論
争
の
成
果
と
し
て
「
政
策
主
体
」
の
理
論
的
到
達
点
を
引
き
出
し
、
後
に
自
ら
「
三
元
構
造
」
と
定
式
化
す
る
社
会
保
障

の
変
動
の
構
造
を
導
き
出
す
理
論
的
解
明
の
出
発
点
に
位
置
す
る
論
考
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
と
い
え
ば
「
国
民
皆
保
険
」（
一
九

六
一
年
四
月
）、
老
人
福
祉
法
、
母
子
福
祉
法
の
公
布
、
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
七
割
給
付
な
ど
社
会
保
障
制
度
が
国
民
に
定
着

し
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
、
社
会
政
策
論
争
か
ら
出
発
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
同
じ
時
期
に
与
田
柾
（
大
阪
経
済
大
学
、
当
時
）

も
『
社
会
保
障
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

一
九
六
五
年
）
の
な
か
で
、
社
会
保
障
論
が
社
会
政
策
論
と
歴
史
的
に
も
学
問
的
に
も
密

接
な
関
連
を
も
つ
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
て
、
前
者
は
後
者
の
伝
統
と
理
論
を
継
承
し
敷
衍
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
政
策
の
本

質
を
「
労
働
力
保
全
」
と
す
る
生
産
力
理
論
で
は
社
会
保
障
論
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
与
田
氏
と
真

田
先
生
の
問
題
意
識
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
い
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
社
会
政
策
論
争
を
い
か
に
乗
り
越
え

る
か
が
、
社
会
保
障
研
究
の
重
要
な
理
論
課
題
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
い
う
社
会
政
策
は
今
日
で
い
う
“Social Policy

”（
広
義
の
福
祉
政
策
）
で
は
な
く
、
労
働
時
間
規
制
、
賃
金
制
度
、

労
働
環
境
、
失
業
対
策
、
労
働
者
の
社
会
保
険
な
ど
主
に
労
働
者
対
象
の
国
家
の
政
策
を
さ
す
。
こ
の
論
争
は
社
会
政
策
の
本
質
は

総
資
本
の
立
場
か
ら
の
労
働
力
保
全
策
で
あ
る
と
い
う
大
河
内
一
男
（
東
京
大
学
、
当
時
）
の
理
論
を
中
心
に
、
戦
前
か
ら
は
じ
ま

り
特
に
戦
後
の
社
会
科
学
研
究
の
発
展
を
背
景
に
、
お
よ
そ
階
級
闘
争
と
国
家
の
譲
歩
、
国
家
と
資
本
の
関
係
を
ど
う
位
置
付
け
る

か
を
巡
っ
て
活
発
に
行
わ
れ
た
。
真
田
先
生
は
、
こ
の
論
争
か
ら
社
会
保
障
を
国
家
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
国
民
の
運
動

の
影
響
と
成
果
、
制
度
化
さ
れ
た
社
会
保
障
の
成
果
を
今
後
の
社
会
発
展
の
展
望
に
ど
う
結
び
付
け
る
べ
き
か
、
そ
の
理
論
化
を
大

河
内
理
論
の
到
達
点
と
限
界
へ
の
批
判
か
ら
引
き
だ
す
べ
く
、
大
河
内
理
論
の
「
経
済
」
と
「
政
治
」
の
内
容
を
丹
念
に
批
判
し
な

が
ら
探
求
し
て
い
る
。
真
田
先
生
は
、
社
会
政
策
論
争
は
社
会
保
障
研
究
の
出
発
点
、
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
視
点
は
社
会
福

祉
に
お
い
て
も
同
様
で
『
現
代
の
福
祉
』（
一
九
七
七
年
）
な
ど
で
も
、
そ
の
成
果
と
批
判
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。

　

真
田
先
生
は
こ
の
論
考
で
政
策
主
体
の
概
念
を
定
立
さ
せ
、
経
済
法
則
的
に
み
る
資
本
と
し
て
の
合
理
性
だ
け
で
は
な
く
、
労
働

運
動
・
階
級
闘
争
の
力
が
国
家
か
ら
譲
歩
と
し
て
の
政
策
を
引
き
出
す
経
路
を
明
ら
か
に
し
、
し
か
し
資
本
主
義
国
家
と
し
て
の
政

策
の
限
界
を
厳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
論
考
は
真
田
先
生
の
「
三
元
構
造
」
論
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

あ
る
。「
三
元
構
造
」
を
図
式
的
、
機
能
的
だ
と
す
る
批
判
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
社
会
保
障
や
社
会
福
祉
に
お
い
て
史
的
唯
物
論
の

観
点
を
付
随
す
る
種
々
の
条
件
や
補
足
を
そ
ぎ
落
と
し
て
定
式
化
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
定
式
が
鮮
明
に
な
る
の
は
、
次

の
「
社
会
保
障
と
民
主
主
義
」
で
あ
る
。
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第
二
の
論
考
は
『
現
代
民
主
主
義
と
社
会
保
障
』
の
な
か
の
一
章
で
あ
る
が
、
同
書
の
「
序
章　

社
会
保
障
の
構
造
」
で
は
、
前

著
を
発
展
さ
せ
て
社
会
保
障
研
究
の
基
本
的
視
点
は
「
対
象
・
運
動
・
政
策
主
体
」
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
「
階
級
的
な
力
動
関

係
」
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
基
本
だ
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
政
策
主
体
（
資
本
主
義
国
家
）
が
総
合
的
・
計
画
的
に
社

会
保
障
制
度
を
確
立
す
る
の
か
が
、
独
占
資
本
段
階
の
国
家
の
あ
り
か
た
と
し
て
解
明
さ
れ
て
い
る
。
階
級
闘
争
全
体
の
な
か
で
の

社
会
保
障
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
役
割
・
特
殊
性
は
な
に
か
、
具
体
的
機
能
は
な
に
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
「
運

動
」
の
あ
り
か
た
は
単
に
資
本
主
義
国
家
の
譲
歩
を
引
き
出
す
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
確
立
さ
れ
た
制
度
が
資
本
主
義
の
次

の
社
会
＝
未
来
社
会
へ
の
展
望
と
ど
う
結
び
つ
く
の
か
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
著
書
の
刊
行
ま
で
に
東
京
、
京
都
で
革
新
自
治
体
が
誕
生
し
、
の
ち
に
大
阪
府
や
主
要
都
市
で
、
そ
れ
ま
で
の
開
発
型
・
住

民
管
理
型
行
政
か
ら
教
育
・
福
祉
重
視
・
公
害
防
止
の
住
民
生
活
優
先
型
の
自
治
体
が
誕
生
す
る
時
期
で
あ
る
。
自
治
体
レ
ベ
ル
で

は
あ
る
が
、
住
民
運
動
に
影
響
を
受
け
つ
つ
福
祉
政
策
の
立
案
・
民
主
的
管
理
が
政
治
的
に
研
究
上
も
具
体
的
課
題
に
な
る
時
期
で

あ
る
。
真
田
先
生
が
本
書
を
『
現
代
民
主
主
義
と
社
会
保
障
』
と
し
て
い
る
意
味
は
、
運
動
の
重
要
性
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
保
障

制
度
の
民
主
的
管
理
の
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
論
考
を
よ
く
読
め
ば
理
解
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
当
時
の
社
会
科
学
研
究
の
な
か
で
前
提
に
な
っ
て
い
た
「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
」
が
ベ
ー
ス
に
な
り
、
福
祉
国

家
を
資
本
主
義
延
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
真
田
先
生
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
主

義
研
究
の
当
時
の
弱
点
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
」
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
共
産
主

義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
が
一
九
二
八
年
以
降
、
資
本
主
義
の
発
展
を
経
験
し
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
で
の
社
会
主
義
革
命
や
世
界
大

戦
と
い
う
情
勢
の
な
か
で
、
資
本
主
義
が
長
期
的
で
全
般
的
な
危
機
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
と
し
た
ソ
連
中
心
の
一
面
的
認
識
で
あ

る
。
確
か
に
資
本
主
義
は
構
造
的
な
矛
盾
を
抱
え
社
会
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
る
が
、（
一
）
支
配
階
級
が
種
々
の
危
機
に
対
し
て
対

策
を
講
ず
る
現
実
を
み
ず
一
路
事
態
が
深
刻
化
す
る
と
い
う
の
は
単
純
で
、
国
内
の
階
級
闘
争
の
力
量
や
民
主
的
発
展
の
条
件
を
無

視
し
た
も
の
で
あ
り
、（
二
）
な
に
よ
り
当
時
の
社
会
主
義
と
い
わ
れ
た
国
々
が
生
産
力
の
発
展
や
国
民
生
活
、
平
和
外
交
・
軍
縮

面
で
も
、
人
権
や
民
主
主
義
の
発
展
の
面
で
も
優
位
性
を
も
つ
こ
と
は
な
く
、
ま
っ
た
く
説
得
力
の
な
い
議
論
で
あ
っ
た
。
八
〇
年

代
後
半
に
は
批
判
的
に
総
括
さ
れ
、
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

　

進
ん
だ
資
本
主
義
に
お
け
る
発
展
す
る
生
産
力
を
活
か
し
、
そ
れ
を
人
権
と
福
祉
の
た
め
に
民
主
主
義
的
に
管
理
す
る
能
力
を
も

っ
た
歴
史
段
階
に
な
っ
て
、
初
め
て
未
来
社
会
を
展
望
で
き
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本
質
的
認
識
か
ら
み
て
も
、「
全
般
的
危

機
論
」
は
マ
ル
ク
ス
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
の
議
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ソ
連
や
東
欧
諸
国
は
体
制
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
。
実
は
真
田

先
生
も
後
に
、
社
会
科
学
上
の
常
識
の
よ
う
に
流
通
し
て
い
た
認
識
と
規
定
を
使
っ
た
こ
と
は
、
社
会
科
学
上
の
反
省
と
し
て
今
後

に
生
か
し
た
い
と
率
直
に
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
社
会
保
障
と
民
主
主
義
」
の
な
か
で
は
、
社
会
保
障
運
動
は
「
勤
労
人
民
の
生
活
の
社
会
化
を
お
し
す
す
め
る
役
割
を

も
っ
て
い
る
」
と
勤
労
諸
階
層
の
生
活
か
ら
社
会
保
障
の
公
共
性
や
展
望
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
。
後
に
真
田
先
生
は
、
生
活
論
す

な
わ
ち
「
生
活
の
社
会
化
」
や
「
生
活
様
式
」
か
ら
社
会
保
障
を
位
置
づ
け
、
未
来
社
会
に
つ
な
が
る
理
論
的
展
望
を
志
向
し
て
行

く
。
こ
の
理
論
化
は
先
生
独
自
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
生
活
の
社
会
化
」
と
社
会
保
障
の
関
係
は
、『
社
会
保
障
入

門
』、『
社
会
保
障
論
―
21
世
紀
の
先
導
者
』、『
社
会
保
障
と
社
会
改
革
』
で
も
発
展
的
に
解
明
さ
れ
展
開
さ
れ
る
。

　
「
社
会
保
障
に
お
け
る
『
社
会
』
と
『
生
活
』」（『
社
会
保
障
と
は
な
に
か
』（
一
九
八
一
年
）
は
、
こ
の
理
論
展
開
の
基
礎
に
な

る
論
考
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
自
体
が
い
か
に
も
真
田
先
生
ら
し
い
こ
の
論
考
で
は
、「
社
会
」
と
し
て
改
め
て
社
会
問
題
・
政
策
主

体
・
運
動
の
力
動
関
係
が
理
論
的
に
整
理
さ
れ
、
政
策
主
体
に
よ
る
「
対
象
の
対
象
化
」
す
な
わ
ち
国
民
の
側
の
権
利
論
や
生
活
論

か
ら
い
え
ば
重
大
な
生
活
困
難
と
し
て
政
策
対
象
と
な
る
べ
き
社
会
問
題
の
う
ち
、
統
治
・
支
配
の
有
効
性
や
財
政
抑
制
、
資
本
負

担
の
回
避
の
観
点
か
ら
あ
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
切
り
取
っ
て
政
策
対
象
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
運
動
は
こ
の
対

象
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
、
具
体
的
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。

　
「
生
活
の
社
会
化
」
は
、
資
本
主
義
に
お
け
る
賃
労
働
者
家
族
の
典
型
的
生
活
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。

社
会
保
障
制
度
の
給
付
に
よ
っ
て
生
活
を
再
生
産
す
る
生
活
様
式
は
、
未
来
の
新
し
い
生
活
様
式
を
創
り
だ
す
も
の
で
あ
り
、
資
本
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主
義
の
次
の
社
会
の
展
望
に
つ
な
が
る
理
論
と
な
っ
て
い
る
。
生
産
諸
力
の
発
展
、
社
会
的
分
業
と
相
互
依
存
の
深
化
は
歴
史
的
法

則
で
あ
り
国
民
共
通
の
基
盤
・
条
件
が
客
観
的
に
は
進
行
す
る
。「
生
活
の
社
会
化
」
に
沿
っ
た
社
会
保
障
要
求
は
人
間
社
会
の
発

展
を
促
進
す
る
作
用
力
と
な
る
。
真
田
先
生
が
「
社
会
保
障
は
二
一
世
紀
の
先
導
者
」
と
す
る
の
は
、
主
観
的
願
望
で
は
な
い
。
史

的
唯
物
論
を
さ
ら
に
生
活
論
ま
で
射
程
に
い
れ
て
研
究
す
る
な
か
で
展
望
さ
れ
る
必
然
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、『
地
域

の
く
ら
し
と
社
会
保
障
』（
一
九
七
八
年
）
の
論
考
の
な
か
で
も
、
よ
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
参
照
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
「
Ⅱ　

社
会
保
障
論
の
展
開
」
は
社
会
保
障
の
今
日
的
課
題
、
と
く
に
一
つ
を
除
い
て
は
新
自
由
主
義
改
革
が
進
行
す
る
な
か
で

著
書
の
遺
作
で
あ
る
『
社
会
保
障
と
社
会
改
革
』
を
収
め
た
。
主
観
的
な
表
現
に
な
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
著

作
は
読
者
つ
ま
り
社
会
保
障
運
動
の
担
い
手
や
初
学
者
を
意
識
し
て
、
社
会
保
障
の
本
質
と
そ
の
充
実
に
確
信
を
も
つ
理
論
を
提
示

し
、
一
方
で
改
革
と
称
し
て
政
策
主
体
が
強
行
す
る
社
会
保
障
「
解
体
」
を
鋭
く
警
告
し
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
課
題
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
考
察
の
方
向
性
を
ま
と
め
て
い
る
。
い
わ
ば
、
次
世
代
に
課
題
は
こ
れ
だ
よ
と
、
引
き
継
ぎ
を
ま
と
め

た
著
書
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

私
に
は
病
魔
と
闘
い
な
が
ら
、
渾
身
の
力
を
込
め
て
執
筆
し
て
い
る
真
田
先
生
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
社

会
保
障
や
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
も
の
が
、
未
来
社
会
を
展
望
す
る
う
え
で
い
か
に
そ
れ
ら
を
位
置
づ
け
運
動
の
方
向
性
を
見
出
す

べ
き
な
の
か
、
史
的
唯
物
論
の
科
学
的
な
目
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
を
も
っ
て
、
歴
史
の
発
展
を
促
進
す
る
主
体
と
な
る
よ

う
に
と
、
次
世
代
へ
の
遺
言
を
込
め
た
書
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

あ
ら
た
め
て
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
真
田
先
生
の
社
会
保
障
論
は
一
貫
し
て
史
的
唯
物
論
の
観
点
か
ら
、
す
べ
て
の

人
々
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
社
会
保
障
を
追
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、（
一
）
社
会
保
障
の
歴
史
的
生

成
と
意
義
・
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
社
会
保
障
の
理
念
・
制
度
・
方
法
な
ど
全
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、（
二
）
社
会
問
題
・
政

策
主
体
・
運
動
の
力
動
的
関
係
の
な
か
で
政
策
主
体
の
性
格
の
解
明
と
社
会
保
障
運
動
の
歴
史
的
任
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

（
三
）「
生
活
の
社
会
化
」
と
い
う
資
本
主
義
の
生
産
諸
力
の
発
展
に
と
も
な
う
作
用
が
民
主
的
な
未
来
社
会
の
社
会
保
障
の
条
件
と

準
備
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
（
四
）
社
会
保
障
を
歴
史
的
発
展
の
促
進
者
に
す
る
は
な
に
よ
り
勤
労
国
民
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
、
こ
こ
の
独
自
性
と
研
究
上
の
貢
献
が
あ
る
。

　

さ
て
、「
Ⅲ　

方
向
と
課
題
」
に
は
「
社
会
保
障
と
社
会
発
展
・
人
間
発
達
」
を
収
め
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
は

真
田
先
生
自
身
が
社
会
保
障
研
究
の
軌
跡
を
語
っ
て
い
る
。
私
は
先
に
、『
社
会
保
障
と
社
会
改
革
』
が
先
生
の
遺
言
で
は
な
か
っ

た
の
か
と
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
論
考
を
読
む
と
ま
た
違
う
感
想
を
も
っ
て
し
ま
う
。
社
会
保
障
論
に
社
会
理
論
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
発
達
を
含
め
た
人
間
論
が
求
め
ら
れ
る
と
か
、
社
会
保
障
が
ど
の
よ
う
な
人
間
を
育
て
る
可
能
性
を
備
え
て
い
る
の
か
と
い
う

テ
ー
マ
の
提
起
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
テ
ー
マ
の
提
案
で
あ
る
。
社
会
保
障
の
定
着
が
人
間
に
与
え
る
影
響
の
三

つ
の
段
階
は
、「
自
身
の
た
め
の
覚
書
」
と
し
て
付
け
加
え
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
真
田
先
生
は
さ
ら
に
、
主
体
形
成
の
問
題
を
人

間
論
と
し
て
探
究
し
、
次
の
社
会
保
障
論
の
著
作
を
構
想
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

解
題
と
し
て
、
わ
た
し
は
改
め
て
真
田
先
生
の
理
論
的
軌
跡
と
発
展
を
追
う
た
め
に
、
本
書
に
収
め
た
著
書
・
論
文
以
外
も
含
め

て
社
会
保
障
に
関
す
る
業
績
に
目
を
通
し
て
み
た
が
、
自
分
へ
の
研
究
上
の
引
き
継
ぎ
や
遺
言
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
、
主
観
的
な

意
欲
を
強
く
も
っ
て
読
み
込
み
過
ぎ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
そ
り
ゃ
、
君
、
す
べ
て
引
き
継
ぐ
必
要
は
な
い
が
、
エ
ッ
セ
ン

ス
を
汲
み
取
っ
て
、
自
分
な
り
に
理
論
を
発
展
さ
せ
り
ゃ
い
い
ん
だ
。」
先
生
な
ら
、
そ
う
い
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
の
第
２
巻
を
手
に
さ
れ
た
読
者
が
、
社
会
保
障
の
発
展
の
担
い
手
と
し
て
の
立
場
で
真
田
先
生
の
理
論
的
成
果
を
引
き
付
け
て

咀
嚼
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。


